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（４）平成30年度までの年間値 
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⑥光化学オキシダント（Ox） 

昼間（5時～20時）の日最高1時間値の年平均値の経年推移を見ると、増減はあるものの、
極わずかに上昇傾向で推移している。平成30年度も全局において、環境基準を達成で
きなかった。なお、全国の環境基準達成状況も極めて低い水準（平成29年度 一般局
の達成率0％）である。 

 

⑦非メタン炭化水素（NMHC）[環境基準未設定項目] 

NMHCは、甲府富士見局および大月局で測定しているが、指針の範囲の最大値である

0.31ppmCを超えた日が、平成30年度は甲府富士見局で1日、大月局では無かった。 

また、6時から9時の3時間平均値の年平均値は、甲府富士見局では低減傾向であり、大月

局では、全体的に概ね横ばいの状態となっている。 

 

 

 

  

※平成18年度の大月局における年間測定時間が47時間であったため、図に当該結果は記していない。 
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④微小粒子状物質（PM2.5） 

年平均値※は、概ね横ばいで推移している。なお、本県では、PM2.5 の高濃度時における

注意喚起予報の発令体制を整備しているが、平成 30 年度における発令はなかった。 

※毎日の測定で有効な測定値が 20 時間以上ある日の日平均値を用いた年平均値 

 

⑤二酸化窒素（NO2） 

ディーゼル自動車に係る排出ガス規制等により、近年は、環境基準を十分下回って、概ね

横ばいで推移している。なお、自排局が一般局と近い状態となっており、県中西部と東部富士

五湖は同水準で推移している。 
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③浮遊粒子状物質（SPM） 

ディーゼル自動車に係る排出ガス規制等により年平均値※は低減し、近年は、環境基準を
十分下回って、概ね横ばいで推移している。 

※毎日の測定で有効な測定値が20時間以上ある日の日平均値を用いた年平均値 
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年度図 浮遊粒子状物質濃度の年平均値の経年変化

中西部平均＊１

東部富士五湖平均＊２

自排局平均（H14～)＊３

＊1 中西部（甲府富士見局・笛吹局・韮崎局・南部局・東山梨局・南アルプス局） 

＊2 東部富士五湖（大月局・吉田局・上野原局・都留局） 

＊3 自排局（甲府市役所自排局・国母自排局） 
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・有効測定局 
有効測定局とは、二酸化いおう、一酸化炭素、浮遊粒子状物質、二酸化窒素については、年間測定時間が6,000時間以上、微

小粒子状物質については、有効測定日数が250日以上の測定局をいう。 

・評価方法 
(1)短期的評価（二酸化いおう、一酸化炭素、浮遊粒子状物質、光化学オキシダント） 

測定を行った日についての1時間値の1日平均値若しくは8時間平均値又は各1時間値を環境基準と比較して評価を行う。 

   (2)長期的評価 
 ①二酸化いおう、一酸化炭素及び浮遊粒子状物質 

 1年間の測定を通じて得られた1日平均値のうち、高い方から数えて2%の範囲にある測定値を除外した後の最高値を環

境基準と比較して評価を行う。ただし、環境基準を超える日が2日以上連続した場合には、未達成と評価する。 
 ②二酸化窒素 

 1年間の測定を通じて得られた1日平均値のうち、低い方から数えて98%目に当たる値を環境基準と比較して評価を行う。 

 ③微小粒子状物質 
    長期基準に関する評価は、測定結果の1年平均値を長期基準（1年平均値）と比較する。 

短期基準に関する評価は、測定結果の1日平均値のうち、低い方から数えて98%目に当たる値を短期基準（1日平均値）と

比較する。 
長期基準、短期基準の両基準を満たした場合に環境基準が達成されたと判断する。 

 

（３）汚染物質ごとの測定結果の概況 

①二酸化いおう（SO2） 

軽油や重油の低硫黄化により年平均値※は低減し近年は、環境基準を十分下回って、概
ね横ばいで推移している。 

※毎日の測定で有効な測定値が20時間以上ある日の日平均値を用いた年平均値 

 

②一酸化炭素(CO） 

自動車排ガス規制等により年平均値※は環境基準を十分下回っており、近年の自排局の
値は、平成19年度まで測定していた一般局（甲府富士見局）を下回っている。 

※毎日の測定で有効な測定値が20時間以上ある日の日平均値を用いた年平均値 
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資料１ 環境モニタリングの結果 

 

１ 大気汚染の常時監視結果（大気水質保全課） 

（１）大気汚染状況常時監視測定局の設置場所及び測定項目 

 

（２）環境基準の達成状況 
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（５）平成30年度月間値 
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（6）移動局月間値 

   平成30年度の設置場所：大月市笹子公民館（平成28年4月～） 
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平成30年度の設置場所：都留（平成30年6月～） 

 


